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部分加水分解した羊毛繊機のサクシニル化と水との相互作用
○＊小原奈津子、* ＊増子富美、＊中島利誠

(＊昭和女大、＊＊日本女大)

目的 これまで､廃棄羊毛の機能性材料としての再資源化を最終目的として､サクシニ
ル(SO 化による羊毛への吸水性の付与を検討してきた。本研究では、部分加水分解し
た後sc 化した羊毛を主とする一連の羊毛の吸湿性および不凍水量を比較検討した。

方法　･試料:50°Cの3N 塩酸中で24 時間加水分解した羊毛繊維(水解羊毛)、水解
羊毛をpH8.0 の緩衝溶液中。無水コハク酸を加え室温で24 時間攬絆しsc 化した羊毛
(水解/sc 化羊毛)、水解羊毛に同様のsc 化処理を２回繰り返した羊毛(水解/2SC

化羊毛)。･ 熱分析:中村らの方法1)を参考に、示差走査熱量計を用いて-120～20°C
の範囲で昇降温速度5 °Ｃ/分で異なる水分率の試料の結晶化および融解エンタルピーを
測定し、不凍水量を求めた。･ 吸湿性: 各種無機塩の飽和水溶液を用いてデシケータ
ー法で、10~90％R.H.における水分率を測定した。
結果　10～90％R.H.における水解羊毛の水分率は0.56 ～17.70% の範囲にあり、未処
理羊毛に比べやや低かった。他方、水解/ＳＣ化羊毛は、20%R.H.以下の低湿度条件下
での水分率は未処理羊毛とほぽ同じであったが、90％R.H.での水分率は29.07% であり、
他の試料より高い水分率を示した。結晶化および融解エネルギーと水分率の各プロット
から求めた不凍水量は共に、未処理羊毛、水解羊毛、水解/sc 化羊毛、水解/2SC 化
羊毛の順に増加した。この不凍水量の多少は、試料の吸湿性および吸水性の増減とも
よく対応していた。
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繰り返し洗濯の影響

目的：社会のニーズに応えて多種多様な抗菌・消臭製品が開発されている。しかし、さまざまな

色を持ち、且つ消臭機能を持つ繊維製品は少ない。われわれは維塩を媒染剤として用い、羊毛布や

綿布を能 生媒染染朴 や含鋼 霞接染料で染色し、得られた染色布のエチルメルカプタンに対する消臭

性を調べた結果、いずれの染色布も高い消臭効果をもつことを確認した1) 。本研究では、羊毛染色

布につき消臭と洗濯を繰り返した場合の消臭効果の持貌 性について検討を試みた。

実験：羊毛モスリンをpH 約5.9 のO.OIM 硝酸銅水溶液で50 °C、6 時間先媒染した。濃度0.5 、

1.5、3.0%o.  ff. f.の酸陛媒染染料（C. I. Mordant Yellow 3, C. I. Mordant Red 17）と酢酸アンモニウム

を含む染浴に処理布を入れ、室温から80 °Cに昇温しor)分染色後、1.5%o.w.f. 硝駿銀を添加し、さ

らに30  分染色した。その後水洗乾燥またはソーピングを行った。この処理布を用いて消臭と市販中

性洗剤で30 °C、10 分の洗濯を10 回繰り返した。消臭効果を評鮨ずるため、染色羊毛布を入れたテ

ドラーバックにエチルメルカプタンを注入し、ガス検知管でー･定時間毎の残存量を測定したノ

結果:Yellow 、Red 染料とも染色後ソーピングによる染料、銀の脱離により、１回目消臭効果は

ソーピング無し＞ソーピング有りであった。また、洗濯を繰り返すことにより消臭効果は減少する

が、10 回洗濯後もまだ消臭機能は有していることがわかった。鮒含有量と消臭効果の関係より検討

した。今後、消臭に対して高い洗濯堅ろう性を持つ染色布の誕 製条件を検討していきたい。

1） （社）日本家政学会第51 回大会研究発表要旨集p.  225
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